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一部又は全部委託

実施・運営
方法

発掘調査は原因者負担（個人住宅の開発等を除く）　22年度における
受益者負担総額は0円

　職員が中心となり、アルバイト作業員を指揮し、遺跡範囲確認調査、発掘調査等を実
施、出土遺物を整理し、埋蔵文化財の記録を保存した。一部の発掘調査については、委
託で実施した。
　　アルバイト作業員数２８人、出土遺物は民俗資料保存施設に保存。
（発掘調査）小牧池田遺跡（1,250㎡）、南外山遺跡（19㎡）
（範囲確認調査）藤島町居屋敷遺跡（20㎡）、常普請遺跡（8㎡）、洞木遺跡（8㎡）
鳶ヶ巣遺跡（4㎡）、諏訪塚遺跡（4㎡）、柏瀬遺跡（16㎡）、小牧山東遺跡（4㎡）
【委託業務内容】
遺構実測委託（委託料483千円）
　小牧池田遺跡の遺構　平板測量及び図化
遺跡出土遺物保存処理委託（委託料506千円）
　遺跡出土木製品等4点の薬剤保存処理
埋蔵文化財発掘調査委託（委託料15,750千円）
　小牧池田遺跡（1,000㎡）の発掘調査、測量、整理

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　保存が不可能な埋蔵文化財について、調査、記録、保存をおこない、後世に伝える。
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事業番号

文化財発掘調査保存事業

423

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局
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1.00

31,142
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担当係

事業類型

文化財などの保護・保存に努める

一般会計

地域住民組織

4,0235,365 5,365

Ｈ22決算額
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33.00
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判定理由 一次評価のとおり

C 市が実施(民間委託等の検討)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　埋蔵文化財は、国民共有の貴重な財産であり、保存が望まれているが、開発が進む
今日においては常に滅失の危機に瀕しており、事業を廃止すると、埋蔵文化財の適切
な記録、保存ができなくなる。

判定理由

市が実施(民間委託等の検討)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 C

　積極的に委託の可能性を検討し、業務の効率化を図る。また、発掘調査現地説明会を
開催する等、情報公開に努める。

 開発によって失われた遺跡の記録保存は確実に実施されたが、一層効率的・効果的に
業務進めるため、費用対効果を十分考慮したうえで委託化等も検討していく。

発掘調査

範囲確認調査

事業目的の
達成状況

　発掘調査及び範囲確認調査あわせて1,333㎡を実施し、開発によって失われた遺跡の
記録を保存した。
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